
区分 種別 略号 採用品名 50＞ 10-50 ＜10

ペニシリン系 ABPC ビクシリン注 1g 1回1～2gを6hごと 1回1～2gを8～12hごと 1回0.5gを12hごと

SBT/ABPC スルバシリン注 1.5g 1回3gを12hごとor1回1.5gを8hごと 1回1.5～3gを12hごと 1回1.5～3gを24hごと

TAZ/PIPC ゾシン注 4.5g 1回4.5gを6～8hごと 1回2.25～4.5gを8～12hごと 1回2.25～4.5gを12hごと

セフェム系 第１世代 CEZ セファゾリンNa注 1g 1回1gを6～8hごと 1回1gを12hごと 1回1gを24hごと

第２世代 CMZ セフメタゾールNa注 1g 1回1gを8～12hごと 1回1gを24hごと 1回0.5gを24hごと

CTM セフォチアム注 1g 1回1gを8～12hごと 1回0.5～1gを12～24hごと 1回0.5gを24hごと

FMOX フルマリン注 1g 1回1gを12hごと 1回0.5gを12hごと 1回0.5gを24hごと

第３世代 CTX クラフォラン注 1g 1回1gを6～12hごと 1回0.5～1gを12hごと 1回0.5～1gを24hごと

SBT/CPZ ワイスタール注 1g 1回1gを12hごと 1回1gを12hごと 1回1gを12hごと（慎重投与）

CAZ セフタジジム注 1g 1回1gを8～12hごと 1回1gを12～24hごと 1回0.5gを24hごと

CTRX セフトリアキソンNa注 1g 1回1～2gを12～24hごと 1回1～2gを12～24hごと 1回1～2gを24hごと

第４世代 CZOP ファーストシン注 1g 1回1gを8～12hごと 1回0.5～1gを12～24hごと 1回0.5gを24hごと

CFPM セフェピム注 1g 1回1gを8～12hごと 1回0.5～1gを12～24hごと 1回0.5gを24hごと

アミノグリコシド系 GM ゲンタマイシン注 60mg 1回3～5mg/kgを24hごと

AMK 硫酸アミカシン注 100mg 1回10～15mg/kgを24hごと

KM 硫酸カナマイシン注 1g 結核で用いる場合1回1gを週3回

SM 硫酸ストレプトマイシン注 1g 結核で用いる場合1回1gを週3回

テトラサイクリン系 MINO ミノサイクリン注 100mg

ニューキノロン系 CPFX シプロフロキサシン注 300mg 1回300mgを12hごと 1回200mgを12hごと 1回200mgを24hごと

LVFX レボフロキサシン注 500mg 1回500mgを24hごと 初日500mg以降250mgを24hごと 初日500mg以降250mgを48hごと

特殊抗菌薬 カルバペネム系 IPM/CS チエペネム注 0.5g 1回0.5gを12hごと 1回0.25～0.5gを12～24hごと 慎重投与

MEPM メロペン注 0.5g 1回0.5gを8～12hごと 1回0.25～0.5gを12hごと 1回0.25～0.5gを24hごと

セファロスポリン系 TAZ/CTLZ ザバクサ配合注1.5g 1回1.5gを8hごと 1回0.375～0.75gを8hごと 1回0.15gを8hごと(初回のみ0.75g)

ポリペプチド系 VCM バンコマイシン注 0.5g 慎重投与

TEIC テイコプラニン注 200mg 慎重投与

環状ポリペプチド系 DAP キュビシン静注用350mg

抗結核薬 INH イスコチン注 100mg 1回300mgを24hごと 1回300mgを24～48hごと 1回200～300mgを48～72hごと

その他 リンコマイシン系 CLDM クリンダマイシン注 600mg 1回300～600mgを6～12hごと 左に同じ 左に同じ

ホスホマイシン系 FOM ホスミシンS注 1g・2g 1回1～2gを6～12hごと 1回1gを8～12hごと 1回1gを24hごと

ST合剤 SMX/TMP バクトラミン注 5～7mg/kgを8hごと 2～3mg/kgを8hごと 慎重投与

初回25～30mg/kg　以降15～20mg/kgを12hごと（初期投与設計を薬剤科で実施）

初日200～400mgを12hごと以降200～400mgを24hごと（初期投与設計を薬剤科で実施）

注射抗菌薬採用一覧（2021年5月現在）

1回100mgを12～24hごと

4～6mg/kgを24hごと　　　　　　／　　　　　　4～6mg/kgを48hごと

腎機能に応じて規定あり（慎重投与）

腎機能に応じて規定あり（慎重投与）

腎機能に基づく投与量の目安（推定Ccr（mL/min）より）

腎機能に応じて規定あり（慎重投与）

腎機能に応じて規定あり（慎重投与）
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院内感染

対策委員会

特殊抗菌薬

使用届の

入力が

必要です

2020年度・下半期 長野県立信州医療センター抗菌薬感性（％） ・・・耐性及び中間を除いた感性菌の割合
※　STは内服薬の適応
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MSSA 97 4 4 100 100 100 100 81 99 89 89 99 100 100 100 100

MRSA 51 64 98 23 18 94 100 100 100

11 100 55 100 100 100 100 27 36 100 100 64 100

E. faecal is 38 100 100 46 97 100 100 100

E. faec ium 19 32 32 47 32 100 100

非ESBL E.col i 246 77 81 98 95 99 99 99 99 100 99 100 100 100 92 100 98 74 92 95 100 100

ESBL　E.co l i 25 44 100 100 100 72 76 100 96 32 96 56 100 100

51 98 95 93 98 93 70 98 98 98 7 91 95

Klebsie l la
pneumon iae

106 97 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 99 100 30 99 100 100

Klebsie l la
oxytoca

37 85 96 62 96 92 100 96 96 96 92 100 100 100 100 92 100 23 92 100 100

8 38 50 50 100 100 100 100 100 100 100 100

黄色地:注射薬の承認適応あり（2020年4月現在）

感性率：90～100%を青、70～89％を赤で表示
赤枠:前期比10％以上低下　 青枠:前期比10％以上上昇
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